
風力発電等に係るゾーニング導入可能性検討モデル事業

背景・目的

○風力発電、特に陸上風力については、立地適地を巡って事業者が集中す
る状況にあり、個々の事業者に対する環境影響評価手続については、累積
的影響についての対応について課題が見られる。
○再生可能エネルギーの導入と環境配慮を両立させるためには、地域の自
然的条件・社会的条件を評価したゾーニングが重要であり、事業の不確実
性を減らすよう、導入促進に向けた促進エリアや環境保全を優先するエリ
ア等の設定といったゾーニングが必要である。
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実施結果の報告

事業概要

○ゾーニングモデル地域において、地域の自然的・社会的条件を踏まえた
再生可能エネルギーの導入のために、促進エリア及び環境保全を優先する
エリア等の設定等、環境面に加え、経済・社会面を統合的に評価したゾー
ニングの検討を行う。
○具体的な地域において、それぞれの地域に応じたゾーニング計画の策定
検討を開始する。
○環境アセスメント環境基礎情報整備モデル事業で構築したデータベース
を基盤として、情報の追加や最新の知見に係る情報についての更新等や維
持管理を行う。

期待される効果

○地域の自然的・社会的条件を踏まえた再生可能エネルギーの導入促進を
目指す。
○アセス手続を円滑化させ、環境アセスメントについて迅速化する。
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風力発電等に係る環境アセスメント基礎情
報整備モデル事業のデータベース

更新等の維持管理

※平成28年度は風力発電等に係る戦略的適地抽出手法の構築事業の一部として検討開始


